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国連大学サステイナビリティ高等研究所(UNU-IAS) では、生物多様性への関心の向上や多様
なセクター間のパートナーシップの促進を図ることを目的に、毎年シンポジウムを開催して

います。2016 年は 5 月 21 日（土）に、環境省と地球環境パートナーシッププラザ
（GEOC）とともに国際生物多様性の日を記念した公開シンポジウム「生物多様性の主流化
―人々と暮らしを支える森里川海」を開催しました。 

主催者挨拶では、竹本和彦 UNU-IAS 所長も登壇し、UNU-IAS が研究活動や地域コミュニテ
ィとのパートナーシップを通じて、生物多様性の保全と意識啓発活動について貢献してきた

ことを強調しました。基調講演では武内和彦国連大学上級副学長による「森里川海で拓く成

熟した国づくり」と題した発表が行われ、人々が豊かな自然と共生する社会を取り戻すため

には、分断された森里川海をもう一度つなげることが重要であると述べました。

さらにシンポジウムでは、ニュージーランドで自給自足の生活を営みアーティストインキュ

ベーターとして活躍する四角大輔氏と、モデルでエシカルファッションプランナーとしても

活躍する鎌田安里紗氏との対談も行われました。一連の発表やディスカッションでは、森里

川海の恵みと生物多様性を生かした持続可能な社会の実現に向け、つながりを意識してゆく

こと、森里川海の生産者と消費者をつなげる仕組みをつくること、そして消費行動において

生物多様性に貢献することが必要であるとの見方が示されました。今後もさまざまなステー

クホルダーと連携し、一人ひとりが積極的に生物多様性に関わり続けてゆくことが重要であ

るとの認識が共有されました。

会場では GEOCがパネル展示を行い、生物多様性につながるアクションや国連生物多様性の
10 年日本委員会による認定連携事業を紹介し、生物多様性への理解促進を図りました。当日
のプログラムは UNU-IASウェブサイトより確認頂けます。 

地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）は環境省と国連大学が協働で実施す
る、環境や持続可能な開発に関する国際的な事業です。
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UNU-IAS GEOC
持続可能な未来のために
人類の生存、開発、福祉など、国連とその
加盟国が関心を寄せる緊急性の高い地球規
模課題の解決に共同研究や教育を通じて寄
与すること、それが国連大学の使命です。
国連大学はその本部を日本に置き、研究及
び教育の拠点として世界 12 カ国に延べ 13
の研究所を有しています。

国連大学サステイナビリティ高等研究所

（UNU-IAS）は、サステイナビリティとそ
の社会的・経済的・環境的側面に注目し、

政策対応型の研究と能力育成を通じて、持

続可能な未来の構築に貢献することを使命

とし、国際的な政策決定や、国連システム

内の議論への革新的な貢献を通じて、国際

社会に寄与しています。

そのフォローアップとして、1996 年 10 月
環境庁（当時）と国連大学は、持続可能な

社会の実現のためのパートナーシップ形成

の促進に資する各主体間のネットワーク構

築と情報の収集・発信を目的として、地球

パートナーシッププラザ（GEOC）を設立
しました。

国連大学は、環境や持続可能な開発に関す

る国際的な動向を踏まえ、環境省と共同に

よる GEOC での活動を通じて、持続可能な
社会づくりのための情報発信やパートナー

シップ形成の

促進に貢献し

ています。

UNU-IAS の活動には、「持続可能な社
会」、「自然資本と生物多様性」、「地球
環境の変化とレジリエンス」という 3つの
テーマがあり、先進的な研究手法と革新的
なアプローチを用いて、従来型の思考に挑
み、地球規模課題に対する新しく独創的な
解決策を提案しています。また、研究、教
育、トレーニングを通じて、サステイナビ
リティに関わる広範な分野の専門知識を

結集すると同時に、研究者と提携機関の世

界的ネットワークを活用・強化していま

す。

GEOCの目的
1992 年にブラジルのリオデジャネイロで
開催された「環境と開発に関する国際連合

会議」では「環境と開発に関するリオ宣

言」及び「アジェンダ 21」が採択され、
さまざまな主体の参画とパートナーシップ

の促進の重要性が明記されました。

国際生物多様性の日シンポジウム

「生物多様性の主流化―人々と暮らしを支える森里川海」
開催報告  

◇ 国際生物多様性の日とは

国連が生物多様性問題に関する普及と啓発を目的として定めた国際デーです。1992 年 5 月
22 日に生物多様性条約の本文が生物多様性条約交渉会議において採択されたことを受け、
毎年 5 月 22 日を国際生物多様性の日としています。毎年この日に合わせ、世界共通のテー
マに沿って各地で生物多様性に関する様々なイベントが開催されています。さらに国連で

は、2011 年から 2020 年までの 10 年間を「国連生物多様性の 10 年」とし、国際社会のあ
らゆるセクターと連携し重点的に生物多様性問題に取り組む期間としています。 

◇ ２０１６年のテーマ

2016 年のテーマは「生物多様性の主流化：人々や暮らしの支え」  (Mainstreaming 
Biodiversity; Sustaining People and their Livelihoods) です。生物多様性の主流化とは、農
業、漁業、観光などの経済活動をはじめ、人々の日々の暮らしをあらゆる面で支えている生

物多様性の恵みを認識し、生物多様性の保全と持続可能な利用を日常生活に組み込むことで

す。自然と共生する持続可能な未来に向け今後も生物多様性の主流化を継続して推進する必

要があります。

◇ 国際生物多様性の日２０１６公開シンポジウム報告

国際連合大学	
サステイナビリティ高等研究所(UNU-IAS)

150-8925
東京都渋谷区神宮前 5-53-70
03-5467-1212   geoc@unu.edu

当日は熊本から阿蘇の世界農業遺産登録に

貢献した宮本けんしんシェフが参加。阿蘇

の食材を使うことによる草原の維持や、熊

本地震による農家の被害、今後の復興につ

いて語りました。 

ias.unu.edu	
www.geoc.jp	
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